　　　　　　　日本ビジネスインテリジェンス協会　           　

24周年・第138回ビジネスインテリジェンス研究会のご案内

　　　　　　　　　　会長・名古屋市立大学特任教授　中川　十郎

新年おめでとうございます。新年早々、パリでテロが発生、また原油価格の暴落で世界経済波乱の兆しが見える2015年ですが、情報、インテリジェンスの収集、分析、予測、活用の重要性がますます必要とされる時代に突入しています。かかる環境下、当協会の活動が各界において注目されております。よって24周年記念第138回情報研究会はこれまでの情報研究を総括する意味で、情報およびセキュリテイを中心とした研究会を開催することにいたしました。情報、国際関係に関心をお持ちの友人、知人ともども、新春、最初の情報研究会に皆様多数御参加下さい。

Key Note Speechは世界に23000社の顧客を持ち、ビッグデータの見える化で有名な　Tableau Japan株式会社・セールスコンサルテイングマネジャーの並木正之氏に「ビッグデータ時代のデータ可視化」、さらにサイバーセキュリテイ研究者の新田容子さん（日本安全保障・危機管理学会主任研究員）に「サイバーセキュリテイ」につきご講演頂き、当協会からは名誉顧問・橋田久仁雄氏（フランス情報サービス産業協会日本代表）に「フランスのBI活動の現状」、当協会理事・山邑陽一氏（元日本文理大学教授、ニチメン、）に「総合商社におけるリスク管理」、当協会理事・岡本博之氏（元日本大学大学院教授、BP）に「エネルギー多国籍企業から見た石油情勢の展望と日本への影響」につき意欲的な発表をいただきます。皆様多数ご参加ください。　　

１）『ビッグデータ時代のデータの可視化』（600~630pm）

　　並木正之（Tableau Japanセールスコンサルテイングマネジャー）　　　　　　　　　　　　　　

２）『サイバーセキュリテイについて』（630~650ｐｍ）

　　新田容子（日本安全保障・危機管理学会主任研究員）

３）『フランスにおけるBI研究活動の現状』（650~700）

　　　　橋田久仁雄（フランス情報サービス産業協会日本代表）　

　　４）『日本の総合商社におけるリスクマネージメントの実情』（700~720pm）

　　山邑陽一（日本文理大学前教授・元ニチメン法務部長）　　　

５）『エネルギー多国籍企業から見た石油情勢の展望と日本への影響』720~740　　　

岡本博之（日本大学国際関係大学院前教授、元BP勤務）

「コメント並びに質疑応答」750～830pm　　

日時；2015年2月16日（月）600pm～830pm（開場；530pm）

場所：「日本記者クラブ」9階会議場（地下鉄・霞が関駅C‐４出口3分）

　　　千代田区内幸町2－2－1、（Tel.03－3503－2721）、日本プレスセンタービル9階

参加費：　3,000円、学生　2000円、（食事は終了後自弁で10階アラスカ）

参加ご希望の方は2月10日(火)　までに必着でご返事下さい。

当日のキャンセルは恐縮ながら会費を申し受けますので、代理出席などをご配慮ください。

日本ビジネスインテリジェンス協会　　　　　　　　　　　　　　

Fax 03-5497-3259, 　Tel 03-5497-3260　e-mail;　jm-naka@mvb.biglobe.ne.jp
お名前（　　　　　　　　　　）ご所属（　　　　　　　　　　　）役職（　　　　　　　　　）　　2月16日(月)　6：00~８：830pmの24周年第138回・情報研究会に参加する（　　　　　　　　）

欠席する（　　　　）。　今後、連絡は不要（　　　　）。　いずれかに○をお付け下さい。

